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昌利株式会社の株式の取得（子会社化）及び 

同社の吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年４月 14 日、取締役会の書面決議において、昌利株式会社（以下、「昌利社」と

いいます。）の発行済株式の全部（自己株式を除きます。以下同じとします。）を取得し子会社化する

ため、昌利社の株主との間で株式譲渡契約を締結することを決議し、同日付で当該契約の締結に至り

ました。 

また、当社は、同取締役会の書面決議において、下記のとおり、当社を存続会社とし、昌利社を消

滅会社とする吸収合併（以下、「本合併」といいます。）を行うことを決議いたしましたので併せてお

知らせいたします。なお、本合併は 100％子会社の吸収合併（簡易合併）に該当するため、開示事項・

内容を一部省略しております。 

 

記 

１．株式取得の理由及び合併の目的 

 当社は、ダイバーシティ（多様な働き方）や高齢化が急速に進む時代にあって、働く女性や親世代

である高齢者の日常のお買物に対して、最短当日時間帯指定配送などの利便性を備えた新たなＥＣ

（Electronic Commerce）によってお役に立ちたいとの思いから、平成 24 年 10 月に一般消費者向け

通信販売事業「LOHACO」をスタートし、多くのお客様からご支持をいただいております。これまで

「LOHACO」ではお客様のニーズを基に取扱商品を拡大してまいりましたが、事業開始以来、アルコー

ル飲料の充実を求めるお客様の声を多くいただいております。今回、その声にお応えすべく、酒類の

取扱商品拡充を目的に、すでにインターネットにて酒類販売事業を営んでいる昌利社を 100％子会社

化した上で本合併を行うことといたしました。 

なお、当社は、平成 26 年７月１日（予定）をもって、酒類販売事業以外の事業を吸収分割により

別会社へ承継させた後の昌利社の発行済株式の全部を取得し、同社を 100％子会社化した上で本合併

を行います。株式取得価額につきましては、株式譲渡人との合意により非公表とさせていただきます

が、第三者機関による財務調査を実施しており、価格の妥当性を確保しております。株式譲渡人およ

び昌利社は、当社と資本・人的・取引関係はなく、当社の利害関係人でもございません。 

本件の実現により「LOHACO」におけるアルコール飲料の充実を図り、お客様のニーズにお応えする

ことでさらなる事業の拡大を図ってまいります。

会 社 名  ア ス ク ル 株 式 会 社 

代 表 者 名  代表取締役社長 岩田彰一郎 

  (コード番号:2678 東証一部） 

問 合 せ 先   

役職･氏名  財務・広報室本部 

執行役員 本部長 

  玉井 継尋 

  TEL 03-4330-5130 
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２．本合併の要旨 

（１） 本合併の日程 

合併契約承認取締役会決議日 ： 平成 26年５月９日（予定） 

合併契約締結日       ： 平成 26年５月９日（予定） 

合併期日（効力発生日）  ： 平成 26年７月２日（予定） 

（注）当社においては会社法第 796 条第３項に基づく簡易合併であり、合併契約の承認に関す

る株主総会を開催いたしません。なお、昌利社においては、当社による同社の発行済株

式の全部の取得に先立ち、平成 26年６月を目処として本合併について株主総会の承認を

得る予定です。 

（２） 本合併の方式 

当社を存続会社とし、昌利社を消滅会社とする吸収合併方式です。 

（３） 本合併に係わる割当ての内容 

当社は、本合併の効力発生日時点において昌利社の発行済株式の全部を所有する予定であり、

本合併による新株の発行及び資本金の増加並びに合併交付金の支払いは生じません。 

（４） 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はございません。 

 

３．合併当事会社の概要 

 存続会社（平成 25年５月 20日現在） 消滅会社（平成 25年８月 31日現在） 

（１）名称 アスクル株式会社 昌利株式会社 

（２）所在地 東京都江東区豊洲三丁目２番３号 茨城県水戸市河和田三丁目 2585

番８ 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 岩田 彰一郎 代表取締役社長 笹島 利昌 

（４）事業内容 オフィス用品通販事業他 酒類販売事業、宝くじ販売業 

（５）資本金 20,035百万円 32百万円 

（６）設立年月日 昭和 38年 11月２日 昭和 61年７月１日 

（７）発行済株式数 54,218,000株 640株 

（８）決算期 ５月 20日 ８月 31日 

（９）大株主及び持株比率 ヤフー株式会社     42.33％ 

プラス株式会社     16.29％ 

日本マスタートラスト信託銀行 

株式会社（信託口）    2.83％ 

UBS AG LONDON A/C IPB SE GREGATED 

CLIENT ACCOUNT      2.67％ 

ステート ストリート バンク アンド 

トラスト カンパニー     2.57％ 

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）      2.16％ 

プラス技研株式会社     1.98％ 

岩田 彰一郎        1.66％ 

今泉 英久         1.46％ 

今泉 忠久         1.45％ 

（平成 25年 11月 20日現在） 

笹島 利昌        100％ 

 

なお、当社は、酒類販売事業以外

の事業を吸収分割により別会社へ

承継させた後の昌利社の発行済株

式の全部を平成 26 年７月 1 日（予

定）に取得し、同社を 100％子会社

化した上で、本合併を行います。 

2 

 



 

（10）直前事業年度の財政

状態及び経営成績 

連結ベース 

（平成 25年５月 20日現在） 

単体ベース 

（平成 25年８月 31日現在） 

 純資産 56,935百万円 63百万円 

 総資産 110,151百万円 344百万円 

 １株当たり純資産 1,038.04円 134,817.17円 

 売上高 226,610百万円 1,349百万円 

 営業利益 6,880百万円 6百万円 

 経常利益 7,241百万円 1百万円 

 当期純利益 5,812百万円 △19百万円 

 １株当たり当期純利益 107.50円 △40,625.78円 

（注）当社は、酒類販売事業以外の事業を吸収分割により別会社へ承継させた後の昌利社の発行済株式の

全部を平成 26年７月 1日（予定）に取得し、同社を 100％子会社化した上で、本合併を行います。 

なお、平成 25年８月期における昌利社の酒類販売事業の売上高は 633百万円です。 

 

４．本合併後の状況 

本合併による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期の変更はご

ざいません。 

 

５．今後の見通し 

本合併による平成 26年５月期通期の当社業績への影響は、軽微であります。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 26年３月 18日公表分）及び前期連結実績       （百万円） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期業績予想 
（平成 26年５月期） 

250,000 4,000 4,000 1,800 

前期実績 
（平成 25年５月期） 

226,610 6,880 7,241 5,812 

 

 

以 上 
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